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本日のご報告内容

１．環境放射線に係わる事象

２．柏崎刈羽原子力発電所における
安全対策の取り組み状況
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周辺環境へ影響を及ぼす事象はありませんでした。

１．環境放射線に係わる事象
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３

２．柏崎刈羽原子力発電所における
安全対策の取り組み状況

１．核物質防護事案に対する取り組み状況

２．安全対策工事の取り組み状況
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設備面での取り組み

４１．核物質防護事案に対する取り組み状況

 設備面では不正な立入を防止するための複数の生体認証装置など、人だけに頼らない警備を実現するとともに、
気象や動植物などによる不要な警報を起こしにくい改良型センサに交換をしています。

 今後は更なる強化に向けて、立入制限区域※の見直し等の取り組みを進めています。

※発電所の業務上許可された者以外の立入を制限する区域のこと。

 核物質防護に関する改善措置を一過性のものとしないため、2023年５月に社長直轄の核物質防護モニタリング室
を設置し行動観察等を通じて、社員や協力企業社員の核物質防護に対する意識や行動のモニタリングを実施して
います。

 その中で意識や行動に劣化兆候が見られた場合には社長に報告、速やかな改善を実施します。

 第三者委員会（核セキュリティ専門家評価委員会、改善措置評価委員会）から「改善が継続的に図られている」
と確認いただいています。

 ＩＡＥＡレビューでは「改善措置計画のほとんどが完了し、一連の問題の根本原因に対処した」との評価をいた
だいています。

運用面での取り組み

外部からの評価

■核物質防護事案※を踏まえた改善措置を実施。また更なる強化に向け継続的に改善を行って
います。※他人のIDカードを不正利用する等、核物質防護（悪意を持つ者の侵入や妨害・破壊行為などを防ぎ、核物質の盗取や悪用を防ぐこと）

に関する不適切な事案を発生させたこと。
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５２．安全対策工事の取り組み状況

 2024年4月15日から２6日にかけて原子炉に燃料装荷を実施しました。

 燃料装荷後、6月12日までに、原子炉の起動に必要となる設備と、万が一の事故の際に必要となる「止める・冷やす・閉じ込める
」ための設備の機能が発揮できることを確認しました。

■燃料集合体：８７２本

■制御棒本数：２０５本

■７号機では、新規制基準に基づく安全対策工事、燃料装荷前、装荷後の健全性確認を一通
り実施し、原子炉の起動に必要な主要設備の機能が発揮できることを確認しました。

７号機 燃料装荷の様子 ７号機 燃料装荷後の健全性確認


